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　本書は「心について考えるため
の心理学ライブラリ」の最初の1
冊として出版されました。本ライ
ブラリでは「心について考える」
ことを促すしかけとして，章末に

「問題と解説」を設けました。章
末の「問題」はよくある試みです
が，本ライブラリでは「問題」の
直下に余白（メモ欄）を設け，読
者に思考のタイミングを提供する
とともに，続く「解説」で，比較
的自由な筆致で，書き手の個性を
押し出した説明をします。教科書
として用いた場合，受講生は授業
中思わずこの部分を先取りして読

　テキストの内容は，著者自身が
教える状況を抜きに語ることはで
きません。著者のうち小塩は現在
1学年15名前後のゼミ生を抱えて
おり，その中にはほとんど心理学
の授業を受講してこなかった学生
も含まれています。そのゼミは2
学年合同で行われており，個別の
指導時間は極めて限られていま
す。本書は，そのような状況下で
指導の助けとなるように，またそ
のような状況下であったとしても，
少しでも高いレベルの研究に結び
つくようにと願いながら構成を試
みたものです。また著者のうち宅

んでしまうかもしれません。ま
た，章末部分はレポートにも使え
るでしょう。
　本ライブラリで，本書は心理学
の概論書に当たります。心理学の
本の中でも，概論書は特に豊富に
出版されていますが，本書の持ち
味は何でしょうか。概論書として
一定の網羅性を保つ一方，内容に
偏りを持つ部分もあるのですが，
そうした偏りこそが，心理学的視
点の形成に寄与するのかもしれま
せん。本ライブラリは，本書以降

「○○心理学の視点－副題」とい
うタイトルで出版が続きます。

は海外の大学で教鞭をとっていま
す。米国の研究状況や海外の研究
に目を向けるように促しているこ
とも，本書の特徴のひとつです。
　本書は，70のステップを通じて
学生が卒業研究を完成させること
を目指しています。このように書
くと「そんなにステップがあるの
か！」という反応や，「たったそ
れだけしかないのか！」など様々
な反応があるでしょう。卒業研究
は一回限りかもしれませんが，状
況によっては将来を左右すること
もあります。皆さんが置かれた状
況は，どのようなものでしょうか。
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なぜ外国語を身につけるの
は難しいのか
「バイリンガルを科学する」言語心理学
森島泰則

　顔認知・文字認知・情景認知も
含めた，本邦初（おそらく）のオ
ブジェクト認知オンリーの心理学
書です。それぞれの専門家が，古
典的理論から最新のトピックまで
幅広くていねいに解説しました。
知覚とは外界の事物の認識であ
り，つまりオブジェクト認知（物体
認知，対象認知）に他なりません。
その意味でオブジェクト認知は
知覚心理学の王道だと（筆者は）
思っているのですが，色や形の知
覚に比べて顔や文字や電車やカ
エルといった現実の物体の認知は
複雑で，なかなか理解しづらい部

　国際化する現代，海外旅行や留
学，職場や学校，地域で母語以外
の外国語を使うことや，母語でな
く日本語を使う人々と接すること
が日常化しつつある。外国語が使
えるということは，脳の中に母語
とともに二つの言語システムが存
在し，混乱をきたさず機能するこ
とを意味する。これ自体，認知心
理学的に興味深い現象である。二
つの言語システムは独立して存在
するのか，一つの言語を使ってい
るとき他の言語システムは活動停
止するのか，母語ほどに熟達して
いない外国語を使っているときは

分があるのは事実です。そのため
か，教科書では棒や箱を組み合わ
せて物体の構造を表現して……と
いう古典理論にとどまりがちです
が，その後の脳機能計測研究ブー
ム，近年のコンピュータ・ビジョン
研究ブームを経て，実は今とても
領域横断的かつダイナミックな展
開を見せている分野なのです。オ
ブジェクト認知と聞いて「難しそ
う」「マニアックな……」「なんか
棒と箱のやつ」と思ったあなた！
そんなことはありません。知覚研
究の王道にしてフロンティアをぜ
ひ本書でご堪能ください。

思考能力も低下してしまうのかな
ど，様々な疑問が生じる。また，
これらの疑問を切り口として人間
の認知機能の理解を深めることに
も繋がる。本書は，バイリンガリ
ズムの心の仕組みを言語心理学の
視点から探ってみようというもの
である。認知心理学や言語心理
学の専門知識がなくても読んでも
らえるように，記憶や言語，脳構
造に関する基本概念の説明も心が
けた。心理学分野だけでなく，言
語学，言語教育などの関連分野の
方々，一般読者の方々にも本書を
手にとって頂ければ幸いである。
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